
札幌南区石山エリアガイドブック

Introduction to walking spots in Ishiyama

石山の歴史を感じるスポットや
飲食店などをエリア別で紹介

西エリア西エリア❶ 石山中央エリア石山中央エリア❷
南エリア南エリア❸

穴の川遊砂地は大雨の時、上
流でくい止めることができな
かった土砂を敷地内に拡散さ
せ、下流への被害を軽減させ
るために作られた砂訪施設。

また、住宅地が隣接している
ため、遊砂地空間を利用した
公園としても整備されている。
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※1,2 エリアの詳細は
10～11ページに
※1,2 エリアの詳細は
10～11ページに札幌市立石山中学校札幌市立石山中学校

ハーブの小径ハーブの小径

穴の川中央緑地穴の川中央緑地

穴の川遊砂地

石山 1条 3丁目、石山交番横
に平成 7年（1995年）11 月
に設置された碑。石山の札幌
軟石製。
手前に、石山の歴史年表板を
はめ込んだ「あいさつ通り」
の副碑がある。「石切山」は石
山地区の古い呼び名で、定山
渓鉄道の駅名でもあった。
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石山振興会館
旧定山渓鉄道 石切山駅
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西エリア西エリア❶❶ P10 & 16

柱状節理柱状節理 硬石山水管橋硬石山水管橋

石山中央エリア石山中央エリア❷❷ P11 & 17～18

石山振興会館（旧石切山駅）石山振興会館（旧石切山駅） 石山神社石山神社
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真駒内と藤野の間にある地区で、1995年の芸術の森地区の分離ま
では、同地区を含んでいた。語源は明確でないが、古くはアイヌ語
の「ウコッ・シリネイ（互いに山にくっついたところ）」と呼んで
いたという。1944年の字名改正で石山と呼称した。石山の開拓は、
1875年の札幌軟石の採掘に始まる。

その後、軟石の採掘は多くの需要によって発展し、この地は「石切
山」と呼ばれていた。1909年には馬車鉄道が敷かれ、石山の発展
を大いに促した。
戦後、建築工法などの変化により、軟石の採掘は減少し現在は常盤
地区のみで行われている。石山の軟石採石場跡は、石山緑地として
整備されている。
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石山地区石山地区についてについて

ぶらりいしやま

石山緑小学校石山緑小学校

石山の南側、石山六区
に通じ、穴の川に沿っ
た緑地や、石山パーク
ゴルフ場など自然豊か
で緑溢れるエリア。

旧定山渓鉄道石切山駅
（現石山振興会館）前を
中心にしたエリア。南
区で唯一、宮司が常駐
する石山神社など歴史
を感じられるスポット
が点在。

石山の北側に位置する
硬石山の柱状節理や硬
石山水管橋のある付近、
石山通りと平岸通りの
交わる国道230号の西
側エリア。

P19～20
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